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議案第2036号
特殊建築物の敷地の位置について

（南相馬市原町区）

（建築基準法第５１条ただし書による許可）

株式会社相双環境整備センター

資料２



建築基準法第51条（特殊建築物の位置）
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都市計画区域内においては、卸売市場、火葬場又はと畜場、汚

物処理場、ごみ焼却場その他政令で定める処理施設の用途に供す

る建築物は、都市計画においてその敷地の位置が決定しているも

のでなければ、新築し、又は増築してはならない。

ただし、特定行政庁が都道府県都市計画審議会（その敷地の位

置を都市計画に定めるべき者が市町村であり、かつ、その敷地が

所在する市町村に市町村都市計画審議会が置かれている場合に

あっては、当該市町村都市計画審議会）の議を経てその敷地の位

置が都市計画上支障がないと認めて許可した場合又は政令で定め

る規模の範囲内において新築し、若しくは増築する場合において

は、この限りでない。

※ 特定行政庁：建築基準法を執行する機関（建築主事が置かれている自治体の長）

１ 建築基準法第51条（特殊建築物の位置）



その他政令で定める処理施設
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建築基準法施行令第130条の2の2（抜粋）
法第51条の政令で定める処理施設は、次に掲げるものとする。

産業廃棄物処理施設

産業廃棄物処理施設（県都市計画審議会附議）

海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律第３条第１項十四号
➤廃油の処理の用に供する設備をもつ廃油処理施設

１ その他政令で定める処理施設

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第７条第１項一号から十三号の二まで

➤施行令各号に掲げる処理能力を超える施設
【今回】一日当たりの5トンを超える

廃プラ、木くず又はがれき類の破砕施設

一般廃棄物処理施設

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第５条第１項
➤一日当たりの処理能力が5トン以上のごみ処理施設
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○都市計画における敷地の位置の決
定又はただし書による敷地の位置
に関する許可

許可の基本方針
(都市計画上の支障の有無)
１ 都市計画マスタープランとの整合
２ 土地利用計画との整合
３ 都市計画施設との整合
４ 市街地開発事業との整合

建築基準法
（第51条）

○産業廃棄物処理施設の設置許可

・施設の技術基準

・周辺地域への環境影響

・事業者の技能、経理的基礎 など

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）

産業廃棄物処理施設の設置

相双地方振興局環境課
において審査中

１ 産業廃棄物処理施設の設置に必要となる手続



都市計画上の支障の有無
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着 目 点 整 合 性

１ 上位計画（都市計画マス
タープラン等）との整合

・市町村都市計画マスタープランの内容と著しく乖離しない
こと。

２ 土地利用計画との整合
・市街化調整区域には、原則として設けないこと。
・用途地域は、原則として住居系を避け、工業系とすること。
・地区計画等に整合としていること。

３ 都市計画施設との整合 ・道路、公園等の都市計画施設に支障を与えないこと。

４ 市街地開発事業との整合
・市街地開発事業（土地区画整理事業、市街地再開発事
業等）に整合していること。

１ 都市計画上の支障の有無の判断基準



会社及び施設の概要
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【会社の概要】

○会社名 株式会社 相双環境整備センター

○代表者 代表取締役 佐藤 光正

○本社所在地 南相馬市原町区金沢字荒次郎283番地の１

○事業内容 産業廃棄物の中間処理業、再生材の販売等

【産業廃棄物処理施設の概要】

○所在地 南相馬市原町区金沢字道金沢114番6 外7筆

○敷地面積 ９，１０５．３５ ㎡

○建築面積 １，８３７．８１ ㎡

○延床面積 １，８３７．８１ ㎡

○処理施設の別 破砕処理施設

○産業廃棄物の種類 廃プラスチック、木くず、がれき類

○施設の稼働時間 ８：００～１７：００（実働８時間）

２ 会社及び施設の概要



建築基準法施行令で定める処理施設
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（参考）
廃棄物処理法施行令第７条に規定する産業廃棄物処理施設
七 廃プラスチック類の破砕施設

（１日当たりの処理能力が５トンを超えるもの）
八の二 木くず又はがれき類の破砕施設

（１日当たりの処理能力が５トンを超えるもの）

３ 建築基準法施行令で定める処理施設

処理施設 １日当たりの処理能力

破砕処理
施設

廃プラスチック

木くず

がれき類

最大 8.79トン/日

最大 308.88トン/日

最大 236.00トン/日

導入する破砕機の最大処理能力



建築物の概要（位置図①）４ 敷地の位置

南相馬市役所

産業廃棄物処理施設
設置予定地
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原ノ町駅

市道下北高平烏港線

県道原町海老相馬線

国道６号

市道金沢３号線



建築物の概要（位置図②）

株式会社相双環境整備センター
産業廃棄物処理施設設置予定地

市道下北高平烏港線

４ 敷地の状況

非線引き都市計画区域
用途地域：指定なし

県道原町海老相馬線

9

東北電力原町火力発電所

搬出

搬入

高平小学校

原町共生授産園



現地写真①

10

５ 現地写真

予定建築物１：
事務所

予定建築物２：作業場

予定建築物３：ストックヤード

予定建築物４：
資材倉庫

市道下北高平烏港線

市道下北高平烏港線
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６ 廃棄物の搬入及び製品搬出の流れ

事務所

トラックスケール

ストックヤード

市道下北高平烏港線

資材倉庫

①②

③

④

搬出経路

保管用移動経路

作業場
【破砕処理】
① がれき類
②、③ 木くず
④ 廃プラ

搬入経路

搬出経路

搬入経路
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７ 作業場平面図（破砕処理施設配置図）

②木くず

④廃プラ

作業場平面図

①がれき類

③木くず



都市計画上の支障の有無
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８ 都市計画上の支障の有無

着 目 点 整 合 性

１ 上位計画との整合

・当該地の土地利用方針について、
「南相馬市都市計画マスタープラン」（平成30年3月策定）
に住宅地等への環境に配慮しつつ工業施設の利用を
図るとされている。

２ 土地利用計画との整合
・当該地は非線引き都市計画区域内で、
・用途地域が定められていない白地地域である。
・地区計画等について、決定されているものはない。

３ 都市計画施設との整合
・当該地周辺には、都市計画道路や都市計画公園など
の都市計画施設はない。

４ 市街地開発事業との整合 ・当該地周辺には、市街地開発事業等はない。


